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１年生 ２年生 ３年生 ４年生
D* I** D** I** D*** I*** D I
高：関わり 2.561 2.51 2.786 2.953 2.806 3.136 2.719 3.281（1.149） （1.078） （1.201） （1.271） （1.145） （1.184） （1.259） （1.537）
低：関わり 2.365 2.262 2.447 2.591 2.172 2.431 2.5 2.896
（1.057） （.946） （1.315） （1.348） （.985） （1.069） （1.052） （1.134）
（　　）：SD　　***p＜.001, **p＜.01, *p＜.05, †p＜.10
D：dependence　I：identity

























































郷土*** 所属 関与 肯定†
高：関わり 2.446 2.750 3.765 2.995(1.116) (1.081) (1.003) (1.164)
低：関わり 2.110 2.571 3.631 2.762
(.919) (1.161) (.979) (1.039)
（　　）：SD　　***p＜.001,**p＜.01,*p＜.05,†p＜.10
郷土*** 所属 関与 肯定
高：関わり 2.857 2.826 4.109 3.210
(1.282) (1.286) (1.000) (1.293)
低：関わり 2.309 2.705 3.955 3.030
(1.232) (1.340) (1.200) (1.336)
（　　）：SD　　***p＜.001,**p＜.01,*p＜.05,†p＜.10
郷土*** 所属*** 関与* 肯定***
高：関わり 3.153 3.255 4.282 3.467(1.183) (1.216) (.910) (1.150)
低：関わり 2.394 2.750 3.927 2.824
(1.183) (1.185) (.935) (1.181)
（　　）：SD　　***p＜.001,**p＜.01,*p＜.05,†p＜.10
郷土 所属† 関与 肯定
高：関わり 2.958 3.154 4.105 3.404
(1.383) (1.317) (1.247) (1.280)
低：関わり 2.750 2.688 3.875 3.208
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Appendix
１．調査に用いた2つの尺度
【問】「キャンパスおよびその周辺地域」に対するあなたの考えを答えて下さい。
〈Place Attachment Inventory（PAI）〉
　１. 私はこの場所を、自分の一部のように感じている。（I）
　２. ここは、私がやりたいことをするには最高の場所だ。（D）
　３. ここは、私にとって特別な場所だ。（I）
　４. ここより良い場所は他にはない。（D）
　５. 私はこの場所に強い一体感をもっている。（I）
　６.  私は他のどの場所にいるよりも、ここにいると多くの満足感を得ることができる。
 （D）
　７. 私はこの場所に強い愛着を持っている。（I）
　８. 他のどの場所でやるよりも、ここでやることが私にとって重要だ。（D）
　９. この場所にいると、自分がだれであるかを実感することができる。（I）
　10. この場所でないと、私はそれをやることはできないだろう。（D）
　11. ここは私にとって、とても意味のある場所だ。（I）
　12. 他の場所と同じように、私はここでも楽しんでやることができるだろう。（D）
　　D：place dependence　I：place identity
〈場所愛着評定尺度〉
　１. この地域はただ大学に通うためだけの場所である（肯定）*
　２. 自分はこの地域の一員であると感じる。（所属）
　３. 将来この地域が生活しやすくなればよいと思う。（所属）
　４. 長い間この地域を離れていると寂しく感じる。（郷土）
　５. 新聞やテレビでこの地域が出ていたら気になる。（関与）
　６. 別の場所から戻ってくるとほっとする。（郷土）
　７. 卒業してもこの地域を離れたくない。（郷土）
　８. 同じ地域でも用のない場所には興味がない。（肯定）*
　９. この地域を知っている人がいるとうれしい。（関与）
　10. 卒業してしまえば再びこの地域に遊びに来たいとは思わない。（肯定）*
　11. 「あなたの地域」といわれてもピンとこない。（郷土）*
　12. 地域の人は「同じ仲間だ」という感じがする。（所属）
　13. この地域は第二の故郷だと思う。（郷土）
　14. この地域の人たちと親しくつきあっていきたい。（所属）
　　*逆転項目
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２．調査に用いた質問項目の一部
【問】あなたの日々の生活について教えて下さい。
　１. 週に何日くらい登校していますか。あるいは、登校していましたか。
　２.  キャンパスでの滞在時間は、一日で平均するとどれくらいですか。あるいは、どれ
くらいでしたか。
　３. 大学のサークルに所属していますか。あるいは、していましたか。
　４.  大学行事（学園祭、オープンキャンパス、入試サポートなど）の企画に参加してい
ますか。あるいは、参加したことがありますか。
　５. 大学周辺でアルバイトをしていますか。あるいは、したことがありますか。
